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下水道事業のストックマネジメントの実施に関するガイドライン 新旧対照表 

2 

 

 

 

 
新 旧 

Ｐ2 

 
第1編 総論 

 
第1章 ストックマネジメントの目的

第1節 ストックマネジメントの定義 

1.1.1 ストックマネジメントの定義 （略） 

 
【解説】 （略） 

 

図 1-1 下水道事業におけるストックマネジメントとアセットマネ

ジメントのイメージ 

Ｐ2 

 
第1編 総論 

 
第1章 ストックマネジメントの目的

第1節 ストックマネジメントの定義 

1.1.1 ストックマネジメントの定義 （略） 

 
【解説】 （略） 

 

図 1-1 下水道事業におけるストックマネジメントとアセットマネ

ジメントのイメージ 
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新 旧 

Ｐ15 Ｐ15 

第2編 ストックマネジメントの実施手法 第2編 ストックマネジメントの実施手法 

第1章 共通編 

第1節 ストックマネジメントの基本的な考え方と実施フロー 

2.1.1 ストックマネジメントの基本的な考え方と実施フロー 

（略） 

第1章 共通編 

第1節 ストックマネジメントの基本的な考え方と実施フロー 

2.1.1 ストックマネジメントの基本的な考え方と実施フロー 

（略） 

【解説】 

①、②、③ （略） 

【解説】 

①、②、③ （略） 

④長期的な改築事業のシナリオ設定 

リスク評価等に基づく管理方法や、施設全体の概ねの改築周期や

健全度・緊急度を基にした改築条件等を踏まえ、今後の事業費を考

慮したシナリオを設定する。 

シナリオの設定にあたっては、地震対策、浸水対策、耐水化及び

地球温暖化対策等施設の機能を向上させる事業など他の計画に位置

づけている事業の事業量、事業費、実施時期を調整し設定する必要

がある。また、人口減少、節水意識の向上等に伴う処理水量の減少

を踏まえ、広域化・共同化による施設の統廃合を行うなど既存スト

ックの最適化についても考慮して設定することが重要である。 

④長期的な改築事業のシナリオ設定 

リスク評価等に基づく管理方法や、施設全体の概ねの改築周期や

健全度・緊急度を基にした改築条件等を踏まえ、今後の事業費を考

慮したシナリオを設定する。シナリオの設定にあたっては、普及促

進に伴う施設整備、地震・津波対策及び浸水対策等の機能向上の事

業量、事業費、実施時期との調整や、人口減少や節水意識の向上等

に伴う処理水量の減少を反映し、既存ストック規模を適正化するこ

とが重要である。 

⑤、⑥、⑦、⑧、⑨ （略） ⑤、⑥、⑦、⑧、⑨ （略） 
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新 旧 

Ｐ18 

 
第2節 施設情報の収集・整理（現状の把握） 

2.1.2 施設情報の収集・整理 （略） 

 
【解説】 

 

表 2-1に示すように、リスク評価、施設管理の目標設定、長期的

な改築事業のシナリオ設定、点検・調査計画及び修繕・改築計画の

策定に必要な「上位計画」、「他計画」、「諸元」、「リスク」、 

「点検・調査」、「修繕・改築」に関する施設情報を収集・整理す

る。 

表 2-1 施設情報の種類の例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

Ｐ18 

 
第2節 施設情報の収集・整理（現状の把握） 

2.1.2 施設情報の収集・整理 （略） 

 
【解説】 

 

表 2-1に示すように、リスク評価、施設管理の目標設定、長期的

な改築事業のシナリオ設定、点検・調査計画及び修繕・改築計画の

策定に必要な「上位計画」、「他計画」、「諸元」、「リスク」、 

「点検・調査」、「修繕・改築」に関する施設情報を収集・整理す

る。 

表 2-1 施設情報の種類の例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

（略） 

項 目 主な情報内容等 

(1)上位計画に関する

情報 

 

地方公共団体のビジョン、地域の将来計画、下水道ビジョン等 

(2)他計画に関する

情報 

全体計画、事業計画、広域化・共同化計画、地震対策計画、浸水対策計

画、耐水化計画、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく地方公共

団体実行計画等 

 

(3)諸元に関する情報 

名称、設置年度、設置価格（費用関数や再設置価格で代用可能）、所在

地、構造形式、材質、形状寸法（口径）・容量・能力・延長、土被り等 

(4)リスクの検討に関

する情報 

点検・調査結果、地盤情報、地震被害予測資料、ハザードマップ、機 能

停止時の影響予測資料、影響度、施設の周辺環境条件等 

(5)点検・調査に関す

る情報 

 

図面、点検・調査履歴、修繕履歴、事故・故障履歴等 

(6)修繕・改築に関す

る情報 

経過年数、標準耐用年数、診断履歴、改築費用（または改築単価（m単 

価、m2単価等））、健全度、運転及び水質に関する情報等 

 

項 目 主な情報内容等 

(1)上位計画に関する

情報 

 

地方公共団体のビジョン、地域の将来計画、下水道ビジョン等 

(2)他計画に関する

情報 

全体計画、事業計画、地震・津波対策計画、浸水対策計画、地球温暖化対

策計画等 

 

(3)諸元に関する情報 
名称、設置年度、設置価格（費用関数や再設置価格で代用可能）、所在 

地、構造形式、材質、形状寸法（口径）・容量・能力・延長、土被り等 

(4)リスクの検討に関

する情報 

点検・調査結果、地盤情報、地震被害予測資料、ハザードマップ、機能 停

止時の影響予測資料、影響度、施設の周辺環境条件等 

(5)点検・調査に関す

る情報 

 

図面、点検・調査履歴、修繕履歴、事故・故障履歴等 

(6)修繕・改築に関す

る情報 

経過年数、標準耐用年数、診断履歴、改築費用（または改築単価（m単 

価、m2単価等））、健全度、運転及び水質に関する情報等 
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5 

 

 

 

 
新 旧 

Ｐ23 

第2編 ストックマネジメントの実施手法

第1章 共通編 

第5節 長期的な改築事業のシナリオ設定 

2.1.5 長期的な改築事業のシナリオ設定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
事業量や事業費の最適化にあたっては、地震対策、浸水対策、耐

水化及び地球温暖化対策等施設の機能を向上させる事業など他計画

に位置づけている事業の事業量、事業費、実施時期を調整し、これ

ら他計画を優先させることも含めて適切に設定する必要がある（図

2－3）。なお、人口減少、節水意識の向上等に伴う処理水量の減少

を踏まえ、広域化・共同化による施設の統廃合を行うなど既存スト

ックの最適化についても考慮して設定することが重要である。 

 
（略） 

Ｐ23 

第2編 ストックマネジメントの実施手法

第1章 共通編 

第5節 長期的な改築事業のシナリオ設定 

2.1.5 長期的な改築事業のシナリオ設定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
なお、改築事業量及び事業費の最適化にあたっては、普及促進に

伴う施設整備や、地震・津波対策及び浸水対策等の機能向上の事業

量、事業費、実施時期との調整に加え、人口減少や節水意識の向上

等に伴う処理水量の減少を反映し、既存ストック規模を適正化する

必要がある。 
 

 

 

（略） 
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新 旧 

Ｐ31 

 
第2章 管路施設 

第2節 長期的な改築事業のシナリオ設定 

2.2.2 長期的な改築事業のシナリオ設定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
（１）、（２） （略） 

 
（３）最適な改築シナリオの選定 

最適な改築シナリオの選定にあたっては、改築周期を参考に50～

100年程度を対象に、設定した複数のシナリオに対し、「費用」、

「リスク」、「執行体制」を総合的に勘案する。最適な改築シナリ

オを選定する。なお、事業費の平準化にあたっては、他計画の実施

時期・投資額を考慮する。 

 
（略） 

Ｐ31 

 
第2章 管路施設 

第2節 長期的な改築事業のシナリオ設定 

2.2.2 長期的な改築事業のシナリオ設定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
（１）、（２） （略） 

 
（３）最適な改築シナリオの選定 

最適な改築シナリオの選定にあたっては、改築周期を参考に50～

100年程度を対象に、設定した複数のシナリオに対し、「費用」、

「リスク」、「執行体制」を総合的に勘案する。最適な改築シナリ

オを選定する。なお、事業費の平準化にあたっては、他計画（地

震・津波対策、浸水対策等）の実施時期・投資額を考慮する。 

 

（略） 
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7 

 

 

 

 
新 旧 

Ｐ47 

 
第5節 修繕・改築計画の策定 

2.2.5.1 基本方針の策定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
（１）、（２） （略） 

 
（３）修繕・改築の優先順位 

修繕・改築の優先順位は、リスク評価に基づいて定める方法が有

効である。その際、他計画についても考慮し、優先順位を検討する

ことが望ましい。 
 

 
（略） 

Ｐ47 

 
第5節 修繕・改築計画の策定 

2.2.5.1 基本方針の策定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
（１）、（２） （略） 

 
（３）修繕・改築の優先順位 

修繕・改築の優先順位は、リスク評価に基づいて定める方法が有

効である。その際、従来の施設整備事業や地震・津波対策及び浸水

対策といった機能向上に関する事業などの他計画についても考慮 

し、優先順位を検討することが望ましい。 

 
（略） 
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新 旧 

Ｐ65 

 
第3章 処理場・ポンプ場施設 

第2節 長期的な改築事業のシナリオ設定 

2.3.2 長期的な改築事業のシナリオ設定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
（１）、（２） （略） 

 
（３）最適な改築シナリオの選定 

最適な改築シナリオの選定にあたっては、改築周期を参考として

50～100年程度を対象に、設定した複数のシナリオに対し、「費 

用」、「リスク」、「執行体制」を総合的に勘案する。なお、事業

費の平準化にあたっては、他計画の実施時期・投資額を考慮する。 
 

 
（略） 

Ｐ65 

 
第3章 処理場・ポンプ場施設 

第2節 長期的な改築事業のシナリオ設定 

2.3.2 長期的な改築事業のシナリオ設定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
（１）、（２） （略） 

 
（３）最適な改築シナリオの選定 

最適な改築シナリオの選定にあたっては、改築周期を参考として

50～100年程度を対象に、設定した複数のシナリオに対し、「費 

用」、「リスク」、「執行体制」を総合的に勘案する。なお、事業

費の平準化にあたっては、他計画（地震・津波対策、高度処理等） 

の実施時期・投資額を考慮する。 

 
（略） 
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新 旧 

Ｐ71 

 
2.3.2 長期的な改築事業のシナリオ設定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
2) 最適な改築シナリオの選定 

シナリオは「改築投資の規模」や「2.3.1 リスクの設定」にて評

価した「リスク」、「2.1.4 施設管理の目標設定」で掲げる「目

標」との関係を踏まえ、地方公共団体の実情に応じて事業費の平準

化を踏まえた最適な改築シナリオを選定する。なお、事業費の平準

化にあたっては、他計画の実施時期・投資額を考慮することが望ま

しい。また、土木・建築施設と機械・電気設備を同時に改築するこ

とも、適宜検討することが望ましい。 
 

 
（略） 

Ｐ71 

 
2.3.2 長期的な改築事業のシナリオ設定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
2) 最適な改築シナリオの選定 

シナリオは「改築投資の規模」や「2.3.1 リスクの設定」にて評

価した「リスク」、「2.1.4 施設管理の目標設定」で掲げる「目

標」との関係を踏まえ、地方公共団体の実情に応じて事業費の平準

化を踏まえた最適な改築シナリオを選定する。なお、事業費の平準

化にあたっては、他計画（地震・津波対策、高度処理等）の実施時

期・投資額を考慮することが望ましい。また、土木・建築施設と機

械・電気設備を同時に改築することも、適宜検討することが望まし

い。 

 
（略） 
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新 旧 

Ｐ90 

 
第5節 修繕・改築計画の策定 

2.3.5.1 基本方針の策定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
（１）、（２） （略） 

 
（３）修繕・改築の優先順位 

他計画を考慮して、修繕・改築に関する優先順位を検討すること

が有効である。 
 

 
（略） 

Ｐ90 

 
第5節 修繕・改築計画の策定 

2.3.5.1 基本方針の策定 （略） 

 
【解説】 

（略） 

 
（１）、（２） （略） 

 
（３）修繕・改築の優先順位 

地震・津波対策及び浸水対策といった機能向上に関する事業など

の他計画を考慮して、修繕・改築に関する優先順位を検討すること

が有効である。 

 
（略） 

 


